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１ 千葉県の野生バラ

ノイバラ

アズマイバラ

テリハノイバラ

ハマナス



ノイバラ
の分布



テリハノイバ
ラの分布



アズマイバラ
の分布



ハマナス
の分布



２ 日本の野生バラ

ノイバラ
（変種）ツクシイバラ

ヤマイバラ
フジイバラ

テリハノイバラ

（フォルマ）リュウキュウテリハノイバラ
ヤブイバラ

（変種）モリイバラ

（変種）アズマイバラ

ミヤコイバラ

ハマナス

カラフトイバラ

オオタカネバラ

タカネバラ

サンショウバラ

カカヤンバラ

12種 3変種 1フォルマ



野生のバラを見分けるポイント



２ 日本の野生バラ
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２ 日本の野生バラ
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２ 日本の野生バラ



２ 日本の野生バラ



ノイバラ

変種：ツクシイバラ



テリハノイバラ



テリハノイバラの突然変異?
チョウジザキテリハノイバラ



ヤマイバラ



フジイバラ



ヤブイバラ



ヤブイバラ



ミヤコイバラ



ハマナス



カラフトイバラ



オオタカネバラ



タカネバラ



カカヤンバラ

ルドゥーテのバラ図譜

1817-1824年



サンショウバラ



３ 世界の野生バラ （１）中国



３ 世界の野生バラ （１）中国



３ 世界の野生バラ （２）ヨーロッパ



３ 世界の野生バラ （３）北アメリカ



４ バラの品種
改良の歴史

ミニチュア

1839

フロリバンダ

1942

中国の園芸品種
（Rosa gigantea由来）

ティー
1838 ハイブリッド

パーペチュアル

1840

ポリアンサ

1875

ハイブリッド

ティー

1867

中近東の黄色い
野生バラ

Rosa foetida

テリハノイバラ

ランブラー

1901

ノイバラ ヨーロッパの園芸品種
（Rosa gallica等に由来）

中国の園芸品種
（Rosa chinensis由来）



栽培バラの原種となった野生バラ



栽培環境下で起こった交雑により
誕生したバラ

R. x damascena

‘Trigintipetala’
R. x alba

var. suaveolens

R. x centifolia R. chinensis

var.
semperflorens

oror



５ 日本の野生バラが果たした役割

（１）ノイバラ 多花性、つる性、矮性



ノイバラから生まれた園芸品種

ポリアンタ系統
‘グルワール・デ・ポリアンタ’

Guillot, 1886

ハイブリッドムスク系統
‘トリアー’

Lambert, 1904



ノイバラから生まれた園芸品種

ハイブリッド・
ムルティフローラ系統

‘ファイルヒェンブラウ’

Schmidt, 1909



５ 日本の野生バラが果たした役割

（２）テリハノイバラ つる性、照り葉



テリハノイバラから生まれた園芸品種

ハイブリッド・
ウィクライアーナ系統

‘アレクサンドラ・ジロー’

Barbier, 1909



５ 日本の野生バラが果たした役割

（３）ハマナス 耐寒性



５ 日本の野生バラが果たした役割

ハマナスから

生まれた園芸品種

ハイブリッド・ルゴーサ系統

‘リタウスマ’

Ricksta, 1974



６ 新しいバラ

〜バラの花色の育種〜

白、ピンク、紫、赤、黄、茶、… 青



赤い花色の起源

Cy3,5-GG

Cy3-G

Pn3,5-GG

Cy3,5-GG



花の色素の生合成経路

シアニジン
３ーグルコシド

デルフィニジン
３ーグルコシド

ペラルゴニジン
３ーグルコシド

スタートは
ここから！

青いバラの酵素



〜ミルラの香りのバラの育種〜

‘ ’
D. Austin 1993



ミルラの香りの起源

−



７ 遺伝資源とは

ロサ・キサンティナ（フランスの個人庭園で）

人類にとって今すぐ役に立たなくても
将来、利用される可能性がある生物
種の多様性がそれを支える




